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令和５年１月６日 

 

令和５年 年頭記者会見 

 

 

 

 

１ 新年抱負  

私たちの暮らしは、コロナ禍や物価高騰など、多くの社会課題に直面するとと

もに、多様化・複雑化する福祉問題や人や地域のつながりの希薄化などが顕在化

し、特に社会的に弱い立場の人々への影響が懸念されています。 

また、人口減少や少子高齢化への対応も重要な課題であり、社会状況を的確に

捉え、見えてくる課題と取り組むべき政策をしっかりと整理し、将来にわたって

持続可能なまちづくりを進めていかなくてはなりません。 

こうした状況を踏まえ、人生 100 年時代を迎えるなかで、すべての世代が未

来に希望を持つことができる社会の実現をめざし、市民の皆様の声を聴き、多様

な主体との連携や協力を進め、「新しい春日井」の創出に向け、全力で取り組ん

でまいります。 

本年は、市制を施行してから 80年を迎える節目の年になります。本市の歴史

に思いを馳せ、今を喜び、輝く未来に向かって歩み出す新たなスタートの年でも

あります。この成熟した都市をさらなる発展へと導き、誰もが幸せを実感するこ

とができるよう、信義誠実、市政運営に邁進してまいります。 

 

命と暮らしを守り、幸せを創る。 

「新しい春日井」の幕開け 
～誰もが幸せを感じ、未来に希望を持つことができるまちをめざして～ 
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２-１ 主な取り組み  

⑴ 未来を担う子どもや子育て世帯への支援 

核家族化の進展や共働き家庭が増加する中、安心して子どもを産み育てる

ことのできる環境の整備を進めるとともに、未来を担う子どもたちの健やか

な成長を応援するため、学びの環境の充実を図ります。 

 

⑵ 健康づくりや地域での支え合いへの支援 

人生 100 年時代において、誰もがいつまでも健康で元気に暮らし続けられ

る地域共生社会をめざし、皆様の暮らしを包括的に支援する体制の構築を図

ります。 

 

⑶ デジタル技術の活用による行政サービスの向上 

社会全体のデジタル化が進められる中、行政サービスにデジタル技術を活

用し、利便性の高い市民サービスを提供するとともに、業務の効率化・迅速化

を図ります。 
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２-２ 概要  

⑴ 未来を担う子どもや子育て世帯への支援 

〇18歳まで医療費無償化 

〇多様化する保育需要への対応 

・待機児童０の継続 

・公立保育園２園のリニューアルオープン（高座保育園・藤山台保育園） 

〇学校環境の充実 

・東部第２調理場の完成によるアレルギー対応給食の拡充 

・休日部活動の段階的な地域移行 

 

⑵ 健康づくりや地域での支え合いへの支援 

〇複雑化・複合化する福祉課題や制度の狭間への包括的な支援 

・重層的支援体制の強化 

・総合的な福祉拠点の整備を検討 

 

⑶ デジタル技術の活用による行政サービスの向上 

〇市民サービスの向上 

・市公式ＬＩＮＥを活用したオンライン窓口の導入 

（市長室直結ＬＩＮＥ、道路・河川の異常等の通報、市民意見公募） 

・市ホームページのリニューアル 

（検索性向上・簡単な日本語翻訳等、アクセシビリティの向上） 
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３ 令和４年度事業等  

〇春日井市制 80周年記念事業ロゴマークが決定・・・【資料番号１】 

〇朝宮公園のテニスコートがリニューアルオープン・・・【資料番号２】 

〇公立保育園に保育ＩＣＴシステムを導入 

（登降園の自動記録、保護者への連絡）・・・【資料番号３】 

 〇まちづくりの推進 

・JR高蔵寺駅北口駅前広場の整備方針を再検討・・・【資料番号４】 

・市営下原第２住宅が新しく完成・・・【資料番号５】 

〇「ReNEW部 KOZOJI」ロゴマークがキナンレーシングチームのユニフォーム等

に 2023シーズンから掲出・・・【資料番号６】 


